一茶と尾張・三河の俳諧師　－一茶「差添」俳諧番付の信憑性をめぐり－ by 青木　美智男
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上段（10 名） 尾州　岳輅　三州　卓池 ２名
二段（15 名） 　　　　　　三州　秋挙 １名
三段（16 名） なし
















































































































































































































































































































『一茶全集』全 8 巻・別巻 1（信濃毎日新聞社、
1977~79 年）などを参考に紹介しておこう。







































10 秋挙　安永 2（1773）～文政 9（1826）　中
島氏。三河刈谷藩士。士朗門。卓池と並ぶ俳諧
師。数多くの俳文集の編集にかかわる。
11 松兄  明和 4（1767）～文化 4（1807）　尾
張名古屋西別院内正覚寺 12 世。士朗の高弟で
同門五老の一人。著作に『ななしぐさ』。












14 岱青　? ～寛政 11（1799）　渡辺氏。尾張藩士。
本居宣長に国学を学ぶ。暁台門。暁台没後士朗門。





































24 鳳台　？～天保年間（1830 ～ 43）、尾張名古
屋宮町の杉山屋の主人。





刊行であるから、このうち、2 臥央（文化 7 年没）、
5 暁台（寛政 4 年没）、6 桂五（文化 9 年没）、11
松兄（文化 4 年没）、　12 少汝（文政 2 年没）、13
士朗（文化 9 年没）、14 岱青（寛政 11 年没）、21
白図（享和元年没）、22 方明（文化 6 年没）、24
木朶（文化 7 年没）らは、すでにこの世にいない。
　文政 4 年段階で活動していて番付に載る可能
性をもっているのは、3 岳輅（文政 4 年没）、4
宣彦（明治６年没）、7 黄山（安政 2 年没）、9 沙
鴎（天保 14 年没）、10 秋挙（文政 9 年没）、15
大蘇（文政 5 年没）、16 大巣（天保 5 年没）、17
卓池（弘化 3 年没）、18 竹有（文政 12 年没）、
19 杜堂、21 梅間（嘉永 2 年没）、24 鳳台（天保
年間没）の 10 名と没年不明の 8 五雄（文政年間没）
と 19 東陽の合計 12 名である。そのうち 3 岳輅、
9 沙鴎、10 秋挙、16 卓池、18 竹有、19 東陽の
































　短夜の　枕にあてる　野山哉　　            岳輅
















































































































































































































































































































































































































































故 　郷 　定 　住 　期 　　
（110）
文化　10
同　　11
同　 12
同　　13
同　　14
文政　1
同　　2
同　　3
同　　4
同　　5
同　　6
同　　7
同　　8
同　　9
同　　10
文政期
13
9
5
4
8
8
10
10
9
5
3
10
5
6
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第４表　一茶入集俳書数（刊本）
（　）内は部数計　
に名を連ねれても誰からも疑問視されることな
く、逆に、そこに一茶の名があれば、それが信用
されるほど高い評価を受けていた実力者であった
と言ってもよいだろう。
　ただ同様なことを番付の柱に名を連ねた俳諧師
にも当てはまるかどうかは、いまのところわから
ない。なぜなら彼等は一茶ほど俳諧活動の記録を
残しておらず、一茶ほどの情報通ではなかったと
思われるからである。その点でいえば勧進元の尾
張の竹有や大坂の奇淵が、多くの門弟をかかえ、
かなりの数の句集や俳文集の編集を手がけてい
て、地域では高い評価を受けていた俳諧師には違
いないが、どれほどの情報通であったかはいまの
ところわからない。わかるのは、両人とも一茶と
深くかかわっていて、彼等から「差添」を頼まれ
れば承諾せざるを得ない関係であった点ぐらいで
あろう。
　以上、今回は尾・三の俳諧師と一茶の関わりに
のみ限定したが、次回は一茶と諸国俳諧師との関
係を追求し、本稿で示した観点をさらに深めてみ
たいと思う。
〔注〕第３表に駿河・東陽とあるが、本稿では文
化 8 年（1811）刊の『正風俳諧名家觔組』「東
の方」５段目に「同　尾州　東陽」とあり、文
政４年（1821）刊の『俳諧觔番組』にも「東
の方諸国」の４段目に「尾州　トウヤウ　東
陽」とあるので尾張の俳諧師とした。矢羽勝幸
さんが何をもって駿河の俳諧師としたか不明で
ある。もしそうだとしても「随斎筆紀抜書」の
記述からみて、東陽が尾張の俳諧師と深くかか
わっていたことだけは間違いない。
